
シリーズあしや子ども風土記

■ご希望のかたは、美術博物館・

市役所売店で販売していますの

で、ご購入ください。

※第１集「伝記・物語」・第２集「歴

史さんぽ」・第３集「植物のかんさ

つ」・第４集「小さな生きものたち」

・第５集「文学さんぽ」と第９集「写

真で見る芦屋今むかし２」は各冊

400円。第６集「芦屋の地名をさぐ

る」・第８集「描かれた芦屋の風景」

は各500円。

※第７集「写真で見る芦屋今むか

し１」は完売しました。問い合わせ　美術博物館　緯38-5432

芦屋のまちづくり計画「第３次芦屋市総合計画」を頒布

　「第３次芦屋市総合計画」は、

芦屋の将来像『知性と気品に輝

く活力ある国際文化住宅都市』

の建設を進めていくために、市

民の皆さんと協働して取り組む

ための長期計画書です。

　この在庫本を、行政情報コー

ナー（市役所北館１階）、ラポル

テ市民サービスコーナーで頒布

しています。

「第３次芦屋市総合計画」
計画年度：平成13年度～平成22年度

20.9㎝×29.6㎝／120頁／

   頒布額　500円

問い合わせ　行政経営課　緯38-2009 

３

　ひったくり、痴漢、暴漢…。いざという時、自

分の身を自分で守るためのちょっとした護身の方

法や心構えについて、一緒に学びませんか？

■日　　時　７月３日(火)

　　　　　　午前10時～正午

■講　　師　芦屋警察署生活安全課長

　　　　　　県本部術科指導者

■定　　員　先着30人(一時保育・８人)

■一時保育　１人300円＜要予約＞

　　　　　　(２歳～就学前児童)

■申し込み　はがき・電話・ファクスまたはＥメー

　　　　　　ルに、講座名・住所・氏名・電話(FAX)

　　　　　　番号、一時保育希望のかたは子ども

　　　　　　の名前・生年月日を記入し、男女共

　　　　　　同参画センターへ。

◆男女共同参画センター事業◆

あなたを守る! 護身術講座

　市が行っている仕事で、皆さんがわかりにくいことや、お聞きになりたいこ

と、暮らしに役立つ話や実技などについて、市職員が皆さんの希望される場所

へ出向いて説明します。

　市内在住・在勤・在学者で構成する20人以上の団体やグループで、次の表か

ら講座名を選び、申し込んでください。講師料の必要はありません。

　なお、メニューにない講座についても可能な限り対応するようにしますので、

お気軽にご相談ください。

■時　　間　　午前９時から午後９時までの間（90分以内）

■会　　場　　学習会の主催者(申請者)で、市内の会場を確保してください

■申し込み　　講座開催予定日の１カ月前までに、生涯学習課へ

　※業務の都合等により、開催日時などのご希望に沿えない場合もあります。

生涯学生涯学習習
出前講出前講座座

問い合わせ

生涯学習課　緯38-2091
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講　　　座　　　名

家庭における防災

阪神・淡路大震災の教訓から

南海地震に伴う津波について

国民保護について

芦屋市の国際交流について

男女共同参画社会を目指して

財政状況について

行政改革について

悪質商法について

国民健康保険について

老人保健制度について

人権について

児童センター事業の概要

芦屋市の環境について

地球環境問題について

ごみの減量

ごみの出し方

芦屋市の廃棄物処理について

住民がつくる都市計画（地区計画）について

芦屋市の子育て支援について

食育について

子育てセンター事業について

芦屋市の保育について

芦屋市の水道

応急手当

防火講座

消火訓練

救急講習

消防署見学

芦屋市地域福祉計画について

高齢者の介護予防について

介護保険制度の概要

芦屋すこやか長寿プラン21

芦屋ハートフル福祉公社の事業について

乳幼児期の健康講座

幼児期の健康講座１　～簡単手づくりおやつ～

幼児期の健康講座２　～こどものしつけ方～

中高年の健康講座１　～更年期の過ごし方、骨粗しょう症予防～

中高年の健康講座２　～メタボリックシンドロームを解消しよう～

体力づくり、ニュースポーツ・実技 

芦屋の教育

幼児教育

高校教育について

健康教育

生徒指導について

生涯学習とコミスク・学校開放

文化財講座

文化財めぐり

青少年健全育成の推進

公民館の事業

みんなの図書館

インターネットで本を探そう

絵本の読み聞かせについて

担　当　課

防災安全課

防災安全課

防災安全課

防災安全課

市民参画課

市民参画課

財政課

行政経営課

経済課

保険医療助成課

保険医療助成課

上宮川文化センター

上宮川文化センター

環境課

環境課

環境処理センター

環境処理センター

環境処理センター

都市計画課

こども課

こども課

こども課

こども課

水道部

消防本部

消防本部

消防本部

消防本部

消防本部

地域福祉課

高年福祉課

高年福祉課

高年福祉課

芦屋ハートフル福祉公社

健康課

健康課

健康課

健康課

健康課

スポーツ・青少年課

学校教育課

学校教育課

学校教育課

学校教育課

学校教育課

生涯学習課

生涯学習課

生涯学習課

青少年愛護センター

公民館

図書館

図書館

図書館

男女共同参画センター

「ウィザスあしや」
の
催　し

男女共同参画センター所蔵作品展

「よしもとふみお　創作すみ絵」展

■期間　６月28日(木)ま

で、平日・午前９時～午

後５時まで　■会場　ウ

ィザスあしや　■内容　

これまでのセンター通信

「エメラルド」の表紙を

飾った絵を展示

※センター通信「エメラルド」は、夏号から名称を「ウィザ

　ス」に改称します。

※「ウィザス」とは、ウィズ・アス(with us)=“共に生きる

　―男女共生社会”の理念を表しています。

男女共同参画センター展示コーナー

～展示作品を募集しています～

　情報コーナーの壁面を利用し、無料で作品

発表の場を提供しています。

■展示条件　個展（グループ展は不可）　■展

示期間　１カ月　■費用　搬入・搬出は個人

負担　■作品の種類　絵画、写真、書道、版画、

その他壁面に展示可能なもの

女性相談のお知らせ
～専門の相談員がご相談に応じます～

[相談予約電話　緯38-2022]

【女性の悩み相談】＜要予約＞

■日時　毎週金曜日・午後１時～４時　

■内容　夫婦・家族関係、心の悩みなど

【暴力(ＤＶ)に関する相談】＜要予約＞

■日時　６月６日(水)　午後１時～４時　

■内容　夫や親しい関係にある男性からの暴力

生涯学習
出前講座

２広報あしや●　平成19年（2007年）６月15日号　No.966

男
女
共
同
参
画
の
基
礎
は
　
　

　
　
仕
事
を
持
ち
続
け
る
こ
と

　男女が互いにその人権を尊重し、性別にかかわらず個性や能力を発揮できる社会を目指し、平成11年６月23日に

「男女共同参画社会基本法」が施行されました。その目的や基本理念の理解を深めるため、毎年６月23日から29日

を「男女共同参画週間」と定め、全国でさまざまな記念事業が実施されています。今回は、その一環として、吉田

容子弁護士とともに、働く場での「男女共同参画」について考えてみたいと思います。

弁
護
士
・
吉
田
容
子

　
真
新
し
い
ス
ー
ツ
に
身
を
包
ん

だ
新
入
社
員
の
姿
を
見
か
け
る
一

方
、
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
の
増
加
が
大

き
な
社
会
問
題
と
な
り
、
格
差
社
会

の
是
正
が
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
中
で
、
本
年
四
月
一

日
に
改
正
男
女
雇
用
機
会
均
等
法

が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
均
等
法
は
、

一
九
八
五
年
の
制
定
以
来
、
直
接
差

別
を
禁
止
し
不
十
分
な
が
ら
も
そ

の
解
消
に
役
立
っ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
す
で
に
広
が
っ
て
い
た
間

接
差
別
の
禁
止
を
規
定
せ
ず
、
懸
案

事
項
の
ま
ま
残
し
て
い
ま
し
た
。

　
今
回
の
改
正
で
、
間
接
差
別
を
禁

止
す
る
規
定
が
設

け
ら
れ
た
こ
と
は
、

と
も
か
く
も
前
進

で
す
。

　
間
接
差
別
と
は
、

「
形
式
上
は
性
別

以
外
の
理
由
に
よ

る
異
な
る
取
り
扱
い
で
は
あ
る
も

の
の
、
実
質
的
に
は
、
一
方
の
性
の

人
に
と
っ
て
相
当
程
度
の
不
利
益

を
与
え
る
措
置
で
あ
っ
て
、
合
理
的

理
由
が
な
い
も
の
」
を
指
し
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
措
置
は
社
会
に
数

多
く
存
在
す
る
の
で
す
が
、
厚
生
労

働
省
は
省
令
で
、
①
労
働
者
の
募
集
・

採
用
に
当
た
っ
て
、
身
長
・
体
重
ま

た
は
体
力
を
要
件
と
す
る
こ
と
、

②
コ
ー
ス
別
雇
用
管
理
に
お
け
る
総
合
職

の
労
働
者
の
募
集
ま
た
は
採
用
に
当
た
っ

て
、
転
居
を
伴
う
転
勤
に
応
じ
る
こ
と
が
で

め
の
補
完
的
制
度
と
し
て
、
今
回
の
年
金
分

割
制
度
を
位
置
付
け
る
べ
き
で
し
ょ
う
。

　
男
女
共
同
参
画
の
実
現
の
た
め
に
は
、
何

よ
り
も
女
性
が
男
性
と
同
じ
待
遇
で
働
き

続
け
る
こ
と
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
経
済
的

に
も
精
神
的
に
も
自
立
し
、
自
己
の
能
力
を

発
揮
し
て
い
く
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　
「
均
等
法
」
施
行
か
ら
二
十
年
以
上
が
経

過
し
た
今
も
、
男
女
の
賃
金
格
差
は
正
社
員

で
六
十
六
％
、
パ
ー
ト
も
含
め
れ
ば
半
分
以

下
と
な
る
な
ど
大
き
な
差
別
が
残
り
、
就
労

環
境
は
、
依
然
厳
し
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
徐
々
に
で
は
あ
っ
て
も
、

制
度
は
進
み
、
人
々
の
意
識
も
変
わ
っ
て
い

ま
す
。
十
年
後
、
二
十
年
後
の
生
活
を
思
い

浮
か
べ
、
頑
張
っ
て
働
い
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
市
で
は
、
平
成
十
五
年
三
月
に
「
第
二
次

芦
屋
市
男
女
共
同
参
画
行
動
計
画
（
ウ
ィ
ザ

ス
・
プ
ラ
ン
）
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
平
成
二
十
四
年
度
ま
で
の
十
カ
年
計
画

で
、
今
年
度
は
見
直
し
の
年
に
当
た
っ
て
い

ま
す
。
計
画
策
定
後
の
社
会
情
勢
や
法
律
・

制
度
の
変
更
、
人
々
の
意
識
の
変
化
な
ど
を

踏
ま
え
、
平
成
二
十
年
度
以
降
の
「
後
期
計

画
」
を
今
年
度
中
に
策
定
す
る
予
定
で
す
。

　
計
画
の
見
直
し
に
当
た
り
、
市
民
二
千
人

の
か
た
を
対
象
に
「
男
女
共
同
参
画
に
関
す

る
市
民
意
識
調
査
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
調
査
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

ら
「
措
置
」
義
務
に
強
化
さ
れ
ま
し
た
。
使

用
者
は
、
防
止
の
た
め
の
対
策
方
針
を
明
確

化
し
、
管
理
・
監
督
者
を
含
む
労
働
者
へ
の

周
知
・
啓
発
、
相
談
窓
口
の
設
置
、
迅
速
・

適
切
な
対
応
な
ど
の
具
体
的
な
措
置
を
と

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
正
社
員
だ
け
で
な

く
パ
ー
ト
や
契
約
社
員
・
派
遣
社
員
に
対
す

る
措
置
も
必
要
で
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
改
正
均
等
法
の
施
行
と

機
を
同
じ
く
し
て
、
本
年
四
月
一
日
以
降
の

離
婚
か
ら
、
夫
婦
間
の
年
金
分
割
が
可
能
と

な
り
ま
し
た
。
女
性
の
関
心
は
高
く
、
法
律

相
談
で
も
よ
く
質
問
さ
れ
ま
す
し
、
調
停
・

訴
訟
で
請
求
す
る
ケ
ー
ス
も
増
え
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
こ
れ
は
厚
生
年
金
や
共
済
年

金
の
い
わ
ゆ
る
二
階
建
て
部
分
の
保
険
料

納
付
記
録
の
分
割
で
あ
る
上
、
加
入
期
間
や

支
給
開
始
年
齢
な
ど
他
の
要
件
は
女
性
自

身
が
具
備
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
事
前
に
期

待
さ
れ
た
程
に
は
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
は
な

い
と
思
い
ま
す
。

　
何
よ
り
も
、
ま
ず
必
要
な
の
は
女
性
が
自

立
し
、
生
活
で
き
る
年
金
を
自
ら
の
権
利
と

し
て
獲
得
す
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に

は
女
性
自
身
が
働
き
続
け
る
こ
と
で
す
。

そ
の
上
で
、
な
お
残
る
格
差
を
是
正
す
る
た

き
る
こ
と
を
要
件
と
す
る
こ
と
、
③
労
働
者

の
昇
進
に
当
た
り
転
勤
の
経
験
が
あ
る
こ

と
を
要
件
と
す
る
こ
と
と
い
う
三
点
だ
け

を
禁
止
対
象
と
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ

ら
三
点
以
外
の
措
置
で
あ
っ
て
も
、
「
均
等

法
違
反
に
は
な
ら
な
い
が
、
裁
判
所
に
お
い

て
間
接
差
別
と
し
て
違
法
と
判
断
さ
れ
る

可
能
性
が
あ
る
」
と
国
会
で
附
帯
決
議
が
さ

れ
ま
し
た
。
お
か
し
い
と
思
っ
た
ら
声
を

上
げ
て
い
く
べ
き
で
す
。

　
今
回
の
改
正
で
は
、
差
別
禁
止
の
対
象
も

拡
大
さ
れ
、
降
格
、
職
種
や
雇
用
形
態
の
変

更
、
退
職
勧
奨
、
労
働
契
約
の
更
新
拒
否（
雇

い
止
め
）
な
ど
が
明
文
化
さ
れ
、
禁
止
さ
れ

ま
し
た
。

　
妊
娠
･
出
産
・
産
休
取
得
な
ど
を
理
由
と

す
る
降
格
、
減
給
、
労
働
契
約
の
更
新
拒
否

な
ど
の
不
利
益
な
取
り
扱
い
も
禁
止
さ
れ
、

特
に
妊
娠
中
や
産
後
一
年
以
内
の
解
雇
は
、

事
業
主
が
正
当
な
理
由
を
証
明
し
な
い
限

り
無
効
と
な
り
ま
し
た
。

　
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
つ
い

て
も
、
使
用
者
の
義
務
が
「
配
慮
」
義
務
か

問い合わせ　男女共同参画センター　緯38-2023/FAX38-2175
Ｅメール　josei-ce@city.ashiya.hyogo.jp(〒659-0092　大原町2-6　ラ・モール芦屋２階)

吉田　容子(よしだ　ようこ)氏

　昭和60年(1985年)から、　京都弁護士会

弁護士。

　現在、日本弁護士連合会「両性の平等に

関する委員会」委員、京都弁護士会「両性

の平等に関する委員会」委員など。

　主に、女性の人権や外国人の人権に係わ

る問題に、意欲的に取り組んでいる。

◆　プロフィール　◆ ６月23日～29日は　　　　　　　　
　　　　「男女共同参画週間」です

　
■
ウ
ィ
ザ
ス
・
プ
ラ
ン
見
直
し
年

　
　
「
後
期
計
画
」
策
定
に
着
手

◆国の内閣府・男女共同参画本部が作成したポスター。

　平成19年度の標語は「いい明日は　仕事と暮らしの

　ハーモニー」が、公募により決定しました。

ホームページ　http://www.gender.go.jp/

問い合わせ　広報課　緯38-2006/FAX38-2152

「広報あしや」を配置している施設一覧

【阪急以北】　

三条デイサービスセンター、アクティブライフ山芦屋、西山郵便局、芦屋病院、兵庫県警

察学校、和風園、あしや聖徳園、朝日ヶ丘集会所、コープミニ東山、東山郵便局、アクティ

ブライフ芦屋

【阪急～国道２号】

前田集会所、コープミニ西芦屋 、市民センター・社会福祉協議会、ＪＲ芦屋駅、ラポルテ

市民サービスコーナー、大原集会所、男女共同参画センター、ロングライフ芦屋、上宮川

文化センター、翠ケ丘集会所

【国道２号～国道43号】

市役所北館受付、あしや市民活動センター、くらら芦屋、体育館・青少年センター、芦屋

税務署、芦屋警察署、商工会、芦屋健康福祉事務所、茶屋集会所、春日集会所

【国道43号以南】

ハートフル福祉公社、芦屋ケアセンターそよ風、竹園集会所、図書館、あしや温泉、西蔵

集会所、エルホーム芦屋、打出集会所、あしや喜楽苑、潮見集会所､ダイエー芦屋浜店、浜

風集会所、海浜公園プール、さくらの園、コミュニティー・プラザ（市営住宅）・コミュニ

ティー・プラザ（県営住宅）、マイライフ芦屋

■「広報あしや」は、毎月１日と15日に新聞折り込みで各ご家庭に配布しています。また、次の施設でも入手していただけます。ご利用ください。


